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１. BIM・FM研究部会について

ミッション
BIMとFMの連携によるFMの高度化

ゴール
JFMA「BIM・FMガイドライン」の策定

新たなビジネスモデルの構築

2012年9月10日 発足



１. BIM・FM研究部会について

BIM 施設の作り手側の人

設計者、施工者、サービス提供者（BIM）

発足時：2012年 9月10日 14名
現在： 2025年 12月 1日 65名

FM 施設の利用者側の人
事業者、ビル所有者、サービス提供者（FM）

メンバー



・2015年4月 発行

・公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会

BIM・FM研究部会 著

・内容

・BIMとFMについて

・FMにとってのBIM

・海外事例

・国内事例

・BIMを活用する

・課題と提言

・BIMを活用したビジネスモデル

１. BIM・FM研究部会について



・2019年8月 発行

・公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会

BIM・FM研究部会 著

・内容

・BIM活用の現状

・関係者の役割

・FMのためのBIM実行計画書(BEP)

・FMで必要なBIMモデル

・事例紹介

・未来の話

１. BIM・FM研究部会について



・2022年7月 発行

・公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会

BIM・FM研究部会 著

・内容

FMでBIMを活用した10事例を紹介

・BIM利用の目的

・FMシステムとの連携手法、システム環境

・期待した効果と達成度

・BIMモデルから受け取ったデータ

(FMシステムに渡したBIMモデル)

・課題、問題、苦労した点等

・ワークフローと業務分担

(関係者と役割)

・今後の期待

１. BIM・FM研究部会について



・2025年9月 発行
『ファシリティマネジメントのためのBIM要件定義
―EIR（発注者情報要件）作成ガイド―』

発注者、ファシリティマネジャーが必要とするデジタル情報を

入手するためのガイド

発行：公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会

(A5判 128ページ)

価格：会員価格(税込)    2,640円

非会員価格(税込) 3,300円

１. BIM・FM研究部会について

Amazonにて「冊子版」と「電子版」を販売

JFMAにて「冊子版」を販売

https://www.amazon.co.jp/s?me=A3NLA1OOXOI6N5&marketplaceID=A1VC38T7YXB528
https://www.amazon.co.jp/dp/B0FRFQW1RT?ref=ppx_yo2ov_dt_b_fed_digi_asin_title_351
https://www.jfma.or.jp/books/page1-new.html#J0109
https://www.jfma.or.jp/books/page1-new.html#J0109


第１章
赤尾関剛志（株式会社フジタ）
石坂貴勲（株式会社アイスクウェアド）
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石曽根栄之（株式会社FMシステム）
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第５章
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第６章
光田祐介（株式会社日建設計）

執筆者

１. BIM・FM研究部会について



２. FMとは

・FMは継続的なファシリティの改善
・PDCAサイクルによる「戦略・計画」「課題抽出」「実施の評価」「改善」

出典：「公式ガイド ファシリティマネジメント」
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・PDCAサイクルでの「戦略・計画」「課題抽出」「実施の評価」「改善」
・改善に向けた問題設定がFMには重要

FMの問題設定のイメージ（FM’erが直面・設定するFMの問題）
■比較的高い頻度で故障や苦情が発生する部位・機器がある
・修繕対応すべきか？交換すべきか？を適切に判断したい

■数多くの施設の改修について経営にインパクトを与えない中期整備計画を立案する
・コスト的に最適な期間と順番で整備計画を策定したい
・改修前の不具合の発生を防止し、まだ使えるものを無駄に修繕・改修しない

■毎年実施する点検・メンテナンスコストの毎年●％低減を実現する

■複数組織の人数・面積・組織間の関係性を考慮し、最もスペース効率の高い
オフィスレイアウトを計画し、会議室・共用部面積を最大化したい

■点検計画、修繕計画、改修計画のシナリオを複数策定し、
経営層が投資・実施判断できる選択肢・エビデンスを提供したい

FMの問題設定・問題解決には「建物データの活用」が不可欠

２. FMとは



３. BIMとは

BIM（Building Information Modeling)

コンピュータ上に作成した3次元の形状情報に加え，
室等の名称・面積，材料・部材の仕様・性能，仕上げ等，
建築物の属性情報を併せ持つ建物情報モデルを構築すること

BIMモデル

コンピュータ上に作成した3次元の形状情報に加え，
室等の名称・面積，材料・部材の仕様・性能，仕上げ等，
建築物の属性情報を併せ持つ建物情報モデル

官庁営繕工事におけるBIMモデルの作成及び利用に関するガイドライン
（国土交通省, 2014）

・BIMは建物情報を集約し、ワークフローを改善するデータ管理手法
・BIMモデルはBIMを円滑に実行するための建物データの姿



・階層化された部品の集合として建物を表現

出典： buildingSMART 日本

３. BIMとは



・一つのモデル（データ）による様々な情報の表現

３. BIMとは



・一つのBIMモデルをデータ流通により多様な目的で活用

出典： buildingSMART 日本

３. BIMとは



第1章 BIMの概要

第2章 BIMの現状

第3章 EIR（発注者情報要件）とその必要性

第4章 FMのためのEIRのひな型

はじめに

第5章 BIM実行計画（BEP）とその事例

第6章 FMの未来―デジタルと人が共創する時代へ

用語解説

４. EIRとは



４. EIRとは

ISO 19650

PAS 1192

プロジェクト情報の要件を整理し、プロジェクトの目的や目標に基づいた情報
交換に必要な条件を定める文書

情報の質やフォーマットの標準、詳細度（LOD）、検証方法などの仕様

プロジェクト全体で統一された情報が提供されるように管理する

クライアントやオーナーがプロジェクト開始時に作成し、プロジェクト参加者
に求める情報要件を明記するための文書

具体的な情報の納品仕様やフォーマット、頻度、検証方法、セキュリティ基準

プロジェクトの円滑な運営を支える基盤として位置付けられている



４. EIRとは



４. EIRとは

プロジェクト・施設概要

目的・目標

体制

スケジュール

FM 支援システムを活用した管理手法（何に使うか？）

BIM データの作成要件（どう作るか？）

納品データの仕様

・EIRに記載すべき項目



５. EIRとBEPの関係

・BEPとは

BIM を活用するプロジェクトにおいて発注者が提示する要件（EIR）に基づき
受注者が作成・提案する計画書

BIM による情報伝達をどのように実行し、管理していくのかを具体的に示したもの

BIM 活用の共通目標や情報の受け渡しを行う上での役割、
組織体制や管理方法の指針

BEP（BIM Execution Plan：BIM 実行計画書）



５. EIRとBEPの関係



６. 「建築BIM推進会議」の動向

概念図

https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/kenchikuBIMsuishinkaigi.html国土交通省 建築BIM推進会議



６. 「建築BIM推進会議」の動向



６. 「建築BIM推進会議」の動向



６. 「建築BIM推進会議」の動向



６. 「建築BIM推進会議」の動向

・「ライフサイクルコンサルティング」という職能

出典： 建築分野におけるBIMの標準ワークフローとその活用方策に関するガイドライン（第２版）



７. BIM・FM研究部会の取り組み

・EIR（発注者情報要件）作成ガイドの普及 と ・・・

出典： 建築分野におけるBIMの標準ワークフローとその活用方策に関するガイドライン（第２版）



ご清聴ありがとうございました。
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